
5235 心模様： 迎古
げーぶる
の世界の旅は 親の人生記録の影響かも 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

年の離れた三男坊、親⽗殿の⾜跡資料だけ、遺品としてもらった。 

と⾔うのも、親を訪ねると、いつも、机に向かって、何かを書いていた。興味津々。 

90 歳を越えても、その背中を⾒ていた。その中⾝の⼀部を下記に。 

 

 

 

 

NHKテレビ放映中の渋沢栄一のことも書いてある。 
 

 

 

銀⾏のことは、ともかく、 

映画の趣味が半端でなく、本⼈もクレージーだと。 

1926 年（昭和元年）銀⾏が、午後３時に終わるので、即、映画館へ。 

⼀番多い時は、隔⽇に、映画鑑賞。 

松⽵座ニュースを製本まで、している。 

 



 
 

 

 



 



 

時代背景は、毎回、満員という映画全盛時代だったと。 

 

 

 

 

事、細かく、時代背景や、思った事、感想が書いてある。 

私だけが、存在を知っていた。他界してから、整理や、処分をするというので、 

ぜひ、欲しいともらった次第。動機は、何よりも、内容が知りたかった。 

 

何度も、親を訪ねた時に、いろいろ質問や、よもやま話、 

知らない事を知る⾯⽩さ。その時代は、親⽗殿は多忙で、話す機会は少なく、 

それだけに、いろいろ話を引き出す⼯夫をしたものだ。 

 

 

 
 

 



なかなか⾯⽩い、馴染みのない表現も出てくる。 

⾼校時代に、映画部に所属。次週、上映される前に、監督や出演者が、 

その映画を鑑賞して、チェック、意⾒交換する機会がある。 

機会をもらったことがある。下記は、松⽵座ニュースの、１ページだが、当時が偲ばれる。 

 

 

 
 

 

また、京都の映画館で、フイルム運びのアルバイトの、ピンチヒッターで、 

当時、東映でなく、⼤映。今の⾼島屋百貨店にあった映画館、そして、ステーションキネマ、 

今、三条通⽊屋町近くの⾷品の明治屋さんが、映画館だった。 

映画が終わるのを待ち構えて、⾃転⾞で、フイルムを運んだことがある。 

映画関係者さんと出会えた、数少ない体験が、懐かしい。各撮影所への⾒学も体験。 

そうした実体験が、潜在意識にあったのかもしれない。 

 

脱線しすぎだが、映画や、旅とのかかわりの原点かもしれないと、今思う。 

いろいろな⼈の、⼈⽣の浮き沈みも、⾒てきている。 

銀⾏員だった親⽗殿から、保証⼈やハンコの捺印など、厳しく⾔われたことが、脳裏に残る。 

おかげで、そうした事案からは、避けることができたのは、ラッキーだった。 

懐かしく、親⽗殿の、資料を取り出した次第。 

 

 



今、コロナ問題で、⾳楽祭や映画祭が中⽌されているが、 

6 ⽉ 10 ⽇、お昼のニュースでは、⼀昨⽇の 6 ⽉ 9 ⽇、ニューヨーク、 

トライベッカ映画祭が開催されたと、NHK のニュースに。 

トライベッカ映画祭は、毎年、ニューヨーク市、マンハッタンのトライベッカで開催の⾏事。 

コロナが終息に向かっているとのことで、開催されたらしい。 

 

リスクや、不確かな要素があるが、オリンピックも、対策を充分にして、 

医療関係者や当事者や関係者は⼤変なご苦労だが、開催されればと、⾨外漢だが、願うのみ。 

天災⼈災、戦争始め、⼈⽣には、公私共、いろいろな試練が伴うもの。歴史が証明。 

ふと、親⽗殿の資料が思い浮かんだ次第。映画の題名が、いろいろ登場する。 

現代でも、温故知新
お ん こ ち し ん

、参考にすることも多い。敵はコロナだけではない。乗り越えたいもの。 
 

 

 
 

 

な〜んちゃって、勝⼿な願望。意⾒やご感想はいろいろだが、 

私事の⽣活のリズムを、⽇々、維持するのが⼤変。独りよがりだが、⽇々、画像記録。 

デスクワークは、極⼒避けて外出。また、⼈様との接触は、極⼒注意して、⽇々、裏通りも。 

今、紫陽花
あ じ さ い

が⾒事で・・・明⽇のことはわからないが、⼼模様、割り込み。 

晴れの⽇も、⾬の⽇もある。梅⾬もまた、⼀興。 


